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抄録 

液性免疫反応は、典型的には一次 IgM 抗体反応に続いて免疫記憶に関連し、IgG,IgA,お

よび IgE で構成される二次抗体反応を特徴とする。ここでは、COVID-19 患者 159 人の血

清、唾液、および気管支肺胞洗浄液中の抗体分泌細胞の頻度や SARS-CoV-2 特異的中

和抗体の有無など、SARS-CoV-2 に対する急性体液性反応を測定した。初期の SARS-

CoV-2 特異的な体液性応答は、IgA 抗体が優勢であった。粘膜ホーミング能を有する IgA

形質芽球の末梢での増殖が、症状出現直後に検出され、第 3 週目にピークを迎えた。ウイ

ルス特異的抗体応答には IgG,IgM および IgA が含まれていたが、IgA は IgG に比べてウ

イルス中和に大きく寄与していた。血清中の特異的 IgA 濃度は症状出現の 1 カ月後に顕

著に低下したが、中和 IgA は唾液中でより長期間検出され続けた(症状出現後 49～73 日

目)。これらの結果は、再感染に対する最適な防御に関連する抗体の種類や、ワクチンレジ



メンでは強力であるが潜在的に短期間の IgA 反応を標的とすることを考慮すべきかどうか

について新たな情報が得られていることを考慮すると、極めて重要な知見である。 
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図 1.SARS-CoV-2 感染後の形質芽細胞動態 

  

図 2.SARS-CoV-2 に対する抗体反応動態 

  

図 3.血清、BAL の中和活性… 
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